
    

第
六
回 

中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

本
庄
宿 

 

三
月
十
七
日
、
前
日
（
卒
業
式
）
の
天
気
予
報

で
は
大
雨
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
朝
に
は
雨
も
上

が
り
、
本
庄
駅
に
着
い
た
頃
に
は
、
少
々
暑
い
陽

気
と
な
っ
て
い
た
。
10
時
半
の
駅
前
に
は
、
8
名

が
集
合
。
ま
ず
は
中
山
道
に
向
か
い
、
本
庄
城
址

公
園
へ
。
八
坂
神
社
、
稲
荷
神
社
を
観
る
。
此
処

に
は
県
指
定
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
。
市
役
所
を
横

に
見
て
、
円
心
寺
の
山
門
へ
。
柱
の
朱
色
が
色
落

ち
し
て
、
床
石
が
赤
茶
け
て
い
る
の
が
何
と
も
残

念
。
中
山
道
に
戻
り
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
旧

本
庄
郵
便
局
（
国
登
録
文
化
財
）
と
裏
に
あ
る
諸

井
家
住
宅
へ
。
諸
井
家
は
、
秩
父
セ
メ
ン
ト
創
始

者
、
西
武
鉄
道
創
始
者
を
出
し
た
本
庄
の
、
旧
家

と
の
事
。 

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
今
は
歴
史
民
俗
資
料
館

に
な
っ
て
い
る
旧
本
庄
警
察
へ
。
入
り
口
に
有
る

田
村
本
陣
の
門
を
観
て
中
庭
へ
。
此
処
で
昼
食
休

憩
。
あ
ま
り
広
く
は
な
い
資
料
館
で
す
が
、
埴
輪

や
土
器
、
明
治
以
降
の
街
の
写
真
な
ど
、
う
ま
く

ま
と
ま
っ
て
い
る
展
示
で
し
た
。
二
階
の
バ
ル
コ

ニ
ー
も
降
り
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
此
処
か
ら
東

に
向
か
い
、
小
山
川
に
架
か
る
寺
坂
橋
、
賀
美
橋 

                 

（
と
も
に
国
登
録
文
化
財
）
を
観
て
中
山
道
に
戻

り
、
今
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
洋
菓
子
店
に
な
っ
て
い
る

旧
本
庄
商
業
銀
行
の
煉
瓦
建
物
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
。
本
庄
祭
り
の
山
車
の
出
発
地
と
な
る
、

金
鑚
神
社
、
神
楽
殿
な
ど
を
観
て
、
更
に
中
山
道

を
進
む
。
浅
間
山
古
墳
を
観
て
神
保
原
駅
へ
。
今

回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
学
園
在
学
中
の
予
定
は
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

Ｈ
Ｐ
を
見
て
下
さ
っ
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。4
月
か
ら
も
又
、
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
俳
句
ゆ
め
ク
ラ
ブ
」
の

初
研
修
会
は
、
３
月
２３
に
１５
名
が
参
加
し
て
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
役
の
梅
田
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
熱
心
に
取
り
組
む
雰
囲
気
を
感
じ
て
、
と
て
も

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
新
人
た
ち
の
成
長
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 
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発行責任者 
岡村昭則 

★本庄市立歴史民俗資料館 

第
一
回
夢
ク
ラ
ブ
研
修
会 

 
郷
土
の
会
だ
よ
り 

発行責任者 
岡村昭則 

★級友の俳句楽しむ弥生かな 



 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
「
伊
奈
い
き
が
い
ネ
ッ
ト 

 
ク
ラ
ブ
編
集
委
員
会
」
（
３
月
１
８
日
開
催
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
者 

岡
村
昭
則 

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
会
議
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
は
直

接
に
関
り
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
専
科
各
コ
ー
ス
か
ら
選

ば
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
に
と
っ
て
は
、
専
科
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
上
で
、
必
ず
出
席
せ
ざ
る
を
得
な
い

会
議
で
す
。
卒
業
後
も
専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
携
わ
る
私

は
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
「
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
各
Ｕ
Ｒ
Ｌ
管
理
担
当
一

覧
表
」
や
「
２
２
年
度
年
間
事
業
展
開
計
画
表
」
等
が
配

布
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
先
輩
達
の
説
明
が
あ
り
、
会

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
達
は
初
め
て
の
参
加
な
の
で
、

そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
な
の
で
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら
逐
一
質
問
を
し
て
い
き

ま
し
た
。 

Ｑ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
と
「
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
と 

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。 

Ａ
：
２
０
年
度
ま
で
は
「
い
き
が
い
大
学
伊
奈
学
園
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
」
の
サ
ー
バ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続 

さ
れ
て
い
る
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
卒
業
生
個
人
所 

有
）
運
営
に
つ
い
て
は
、
学
園
主
体
で
行
っ
て
き
た
が
、 

２
１
年
度
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
、
そ
の
サ
ー 

バ
ー
運
営
を
学
園
か
ら
引
継
ぎ
自
主
運
営
す
る
こ
と
に 

な
っ
た
。
従
っ
て
「
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
の
運
営
に 

携
わ
る
人
は
、
従
来
ど
お
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、 

会
員
を
各
期
正
・
副
委
員
長
と
限
定
し
て
い
る
。 

Ｑ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
は
学
園
か
ら
委
嘱
状
を
も
ら
っ

て
、
在
学
中
も
卒
業
後
も
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
携 

わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
の
会
員

を
限
定
す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
？ 

 

こ
の
質
問
で
会
議
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
噴
出
し
も
め

ま
し
た
。 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
場
合
は
、
規
約
・
活
動
計
画
・
予
算
・

決
算
・
役
員
配
置
・
総
会
等
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
労
働
組
合
上
部
団
体
大
会
へ
所
属
労
働

組
合
が
代
議
員
を
選
出
し
て
参
加
さ
せ
る
形
が
よ
い
の
で

は
と
云
う
方
向
性
を
出
し
て
、「
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
で

検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

専
科
の
要
望
：
専
科
は
２
年
制
課
程
と
は
違
っ
て
、
１
年

で
独
立
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
引
継
ぎ
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
や
、
卒
業
後
の
活
動
面
で
も
難
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会 

(

４
月
２
日
開
催
） 

 
出
席
者 

田
中 

忠
・
岡
村 

昭
則 

 

伊
奈
学
園
に
入
学
し
、
自
治
会
を
立
上
げ
る
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
に
は
学
園
が
委
嘱
状
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
携
わ
っ
て
し

ま
う
と
校
友
会
を
解
散
し
な
い
限
り
、
継
続
す
る
と
い
う

の
に
は
ち
ょ
っ
と
気
が
重
く
な
り
ま
す
。
名
誉
な
専
科
一

期
生
と
し
て
専
科
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
礎
は
作
ら
ね

ば
と
、
と
に
か
く
頑
張
る
こ
と
に
し
て
先
輩
が
立
上
げ
て

く
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
自
分
達
の
手
で
運
営
し
て
い
く

た
め
に
、
定
期
的
（
月
一
回
）
に
専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委

員
会
を
開
催
し
て
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

●
今
日
の
検
討
課
題
は
、
専
科
卒
業
生
に
見
て
も
ら
う

に
は
ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
す
る
か
に
つ
い

て
、
全
体
的
視
点
か
ら
話
合
い
、
左
記
を
確
認
し
ま
し
た
。 

★
ボ
タ
ン
を
八
個
と
す
る
こ
と
（
・
22
年
度
活
動
計
画 

 

・
各
コ
ー
ス
活
動
、・
各
ク
ラ
ブ
活
動
、・
ミ
ニ
広
報
紙
、 

・
み
ん
な
の
広
場
、・
会
則
＆
役
員
、・
ア
ー
カ
イ
ブ
等
） 

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
簡
単
に
仕
上
げ
る
こ
と 

★
情
報
収
集
は
校
友
会
役
員
で
取
材
担
当
を
決
め
る
こ
と 

★
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
は
、
会
員
が
参
加
し
た
先
輩
達
の
ク

ラ
ブ
と
、
専
科
立
上
げ
で
参
加
を
限
定
し
な
い
ク
ラ
ブ
と

す
こ
と 

※
各
コ
ー
ス
の
ク
ラ
ブ
で
参
加
を
限
定
す
る
「
俳
句
ク
ラ

ブ
」
、
「
手
話
ダ
ン
ス
」
等
は
班
活
動
で
紹
介
す
こ
と 

※
専
科
ゴ
ル
フ
部
は
入
会
希
望
者
へ
の
連
絡
先
の
み
掲
載 

し
て
案
内
す
る
こ
と 
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専
科
第
１
期
校
友
会
第
一
回
理
事
会
開
催
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
月
９
日
） 

 出
席
者 

田
中
、
北
氏
、
大
阿
久
、
相
場
、
吉
野
、
梅
田 

 
 

小
林
、
安
藤
、
天
谷
、
岡
村
の
１０
名
の
理
事 

 

ま
ず
は
、
田
中
校
友
会
会
長
の
初
挨
拶
。
次
に
議
題
に

従
い
六
項
目
に
つ
い
て
順
番
に
議
事
進
行
と
な
っ
た
。 

議
題
１
．
伊
奈
連
協
報
告
事
項 

（
１
） 

５
月
１
３
日 
伊
奈
連
協
総
会 

専

科
は
こ
こ
か
ら
正
式
加
入
す
る 

（
２
） 

本
年
度
の
行
事
予
定
が
発
表
さ
れ
る

予
定 

議
題
２
．
第
１
回
交
流
会
の
検
討 

（
１
） 

８
月
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
ク
ラ
ス

理
事
が
原
案
を
作
成
す
る 

（
２
） 

専
科
ク
ラ
ス
理
事
の
打
合
せ 

５
月

１
４
日
午
前
１
０
時
か
ら 

201

号

室 

（
３
） 

６
月
１
１
日
理
事
会
に
提
案
し
、
内
容

ま
で
決
定
す
る 

議
題
３
．
ミ
ニ
広
報
誌
の
発
行 

（
１
） 

専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
る

ま
で
に
２
〜
３
ケ
月
か
か
る
の
で
、
ミ

ニ
広
報
誌
を
発
行
し
連
絡
網
で
お
知

ら
せ
す
る 

（
２
） 

当
面
は
行
事
予
定
を
中
心
に
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
掲
載
す
る 

議
題
４
．
伊
奈
学
園
へ
の
提
案
事
項
の
検
討
（
感
想
、
要 

望
な
ど
） 

４
月
２
２
日 

伊
奈
学
園
委
員
会
が
あ
る
の
で

専
科
の
意
見
を
ま
と
め
る
（
以
下 

主
な
意
見
） 

・ 

コ
ー
ス
別
の
特
徴
あ
る
授
業
が
少
な
い 

・ 

専
科
と
い
う
に
は
授
業
内
容
が
物
足

り
な
い 

・ 

時
間
毎
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
意
見
が

表
現
で
き
な
い 

・ 

先
生
と
学
生
、
学
生
同
士
の
意
見
交

換
の
時
間
が
全
く
な
か
っ
た 

・ 

合
同
授
業
が
多
す
ぎ
る
、
朝
礼
時
の

配
布
用
紙
は
無
駄 

・ 

自
治
会
、
ク
ラ
ス
班
編
成
な
ど
は
自

主
運
営
だ
と
的
確
な
運
営
が
で
き
な

い
な
ど
な
ど 

議
題
５
．
そ
の
他 

（
１
） 

ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金 

2,000

円
支
給 

（
２
） 

専
科
自
治
会
の
余
剰
金
が 

12,519

円
入
金
さ
れ
た 

（
３
） 
健

康

コ

ー

ス

か

ら

寄

付 
2,702

円
入
金
さ
れ
た 

    

専
科
校
友
会
は
会
員
へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
メ
ー

ル
配
信
を
メ
イ
ン
に
行
い
ま
す
。
中
に
は
「
迷
惑
メ
ー
ル
」

な
ど
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
メ
ー
ル
の
宛
先
に
含
ま
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
方
の
ア
ド

レ
ス
を
盗
み
と
ら
れ
る
危
険
性
を
防
止
す
る
た
め
に
、
伊

奈
学
園
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
き
が
い
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」

の
サ
ー
バ
ー
経
由
で
個
別
送
信
に
切
り
替
え
ま
す
。
各

専
科
コ
ー
ス
別
に
伊
奈
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
ま
す

の
で
、
年
間
２
０
０
０
円
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
理
事

会
で
検
討
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
加
入
Ｏ
Ｋ
と
な
り
ま

し
た
。 

                    

専
科
校
友
会
会
員
メ
ー
ル
は
、
い
き
が
い
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ 

サ
ー
バ
ー
経
由
で
個
別
送
信
に
切
り
替
え
ま
す 
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第
七
回 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル 

 

幸
手
宿 

 

四
月
六
日(

火)

は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
桜
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
２２
名
と
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、
日
光
街

道
「
幸
手
宿
の
史
跡
」
め
ぐ
り
と
権
現
堂
の
桜
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
こ
で
少
し
「
幸
手
宿
」
と
「
権
現
堂
の
桜
」

の
歴
史
を
紐
解
い
て
見
ま
し
ょ
う
。 

「
幸
手
宿
」 

●
大
和
朝
廷
時
代
に
な
る
と
幸
手
を
含
め
た
関
東
に 

も

そ
の
影
響
が
及
び
、
日
本
武
尊
が
東
征
に
際
し
て
「
薩
手

が
島
」
に
上
陸
、
田
宮
の
雷
電
神
社
に
農
業
神
を
祭
っ
た

と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

●
奈
良
・
平
安
時
代
に
な
る
と
、
平
将
門
伝
説
が
木
立
、

神
明
内
、
平
須
賀
な
ど
に
残
さ
れ
て
お
り
、
中
央
と
の
交

通
も
開
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
奥
州
路
の
拠
点
、

高
野
の
渡
を
擁
し
、
鎌 

倉
街
道
が
通
っ
て
い
た
幸
手
は
軍

事
・
交
易
上
で
も
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
源
頼
朝
、

義
経
、
静
御
前
、西
行
法
師
等
が
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。  

●
室
町
時
代
以
降
、
こ
の
地
は
古
河
公
方
の
家
臣
、
一
色

氏
の
領
地
と
な
り
、
現
在
の
幸
手
駅
周
辺
に
陣
屋
が
築
か

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

●
幸
手
の
名
称
に
関
し
て
は
、
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）
、

当
地
に
あ
て
た
手
紙
に
「
幸
手
領
幸
手
町
」
と
あ
り
、
約

４
０
０
年
前
に
は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
江
戸
時
代
に
な
る
と
幸
手
は
交
通
の
要
地
と
し
て
今
に

続
く
繁
栄
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
五
街

道
の
ひ
と
つ
日
光
道
中
と
徳
川
将
軍
家
が
日
光
参
詣
に
使

っ
た
御
成
道
が
合
流
し
、
さ
ら
に
筑
波
道
が
分
岐
す
る
宿

場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
し
て
街
道
が
整
備
さ
れ
参

勤
交
代
や
交
易
の
往
来
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
現
在

の
市
街
地
に
つ
な
が
る
基
礎
が
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

●
ま
た
こ
の
時
代
、
治
水
に
通
じ
て
い
た
伊
奈
氏
の
手
で

利
根
川
の
付
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
権
現
堂
川
、
江
戸

川
を
中
心
と
し
た
舟
運
が
隆
盛
を
迎 

え
、
新
田
開
発
の
進

展
も
と
も
な
っ
て
、
権
現
堂
河
岸
、
関
宿
向
河
岸
は
回
船

問
屋
が
立
ち
並
ぶ
繁
栄
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

●
明
治
に
な
る
と
、
２
２
年
に
町
制
が
し
か
れ
、
そ
の
後

何
度
か
の
合
併
、
編
入
、
分
離
を
経
て
、
昭
和
３
１
年
に

幸
手
町
が
誕
生
。
昭
和
６
１
年
に
は
市
制
を
施
行
、
現
在

の
幸
手
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
権
現
堂
の
桜 

●
江
戸
時
代
天
正
年
間
に
利
根
川
の
支
流
（
現
在
は
分

流
）
で
あ
る
権
現
堂
川
の
堤
防
と
し
て
築
か
れ
た
も
の
と

言
わ
れ
、
か
つ
て
は
６
キ
ロ
に
わ
た
り
約3000

本
の
桜

が
あ
り
、
大
正
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
９
年
に
明
治
天
皇
が
東
北
巡
幸
の

際
に
立
寄
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
幸
）
堤
と
も
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

●
大
正
９
年
に
桜
を
植
え
替
え
る
運
動
は
既
に
始
ま
り
、

利
根
川
や
江
戸
川
の
流
路
変
更
に
伴
い
、
権
現
堂
川
は
明

治
時
代
の
終
わ
り
に
締
め
切
ら
れ
、
昭
和
８
年
に
廃
川
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
堤
防
は
荒
れ
果
て
、
堤
防
の
桜
は
終

戦
前
後
の
混
乱
や
燃
料
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
多
く
が
伐

採
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
２
４
年
、
旧
権
現
堂
川
堤
防
の
う

ち
中
川
の
堤
防
と
し
て
残
っ
た
部
分
へ
改
め
て
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
植
樹
し
た
も
の
が
現
在
の
権
現
堂
堤
で
す
。
昭
和

６
３
年
に
は
周
辺
の
休
耕
田
に
ア
ブ
ラ
ナ
が
、
平
成
８
年

に
は
堤
の
一
部
に
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

２
０
年
、
権
現
堂
調
節
池
（
行
幸
湖
）
と
合
わ
せ
、
埼
玉

県
営
権
現
堂
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

                  

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て

で
は
な
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
他
の
コ
ー
ス
の
皆
さ

ん
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
次
回
は
５
月
１
８
日
越

谷
宿
で
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

（４） 平成２２年４月１０日          郷土の会だより                第３号 


